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選
定
の
理
由 

 

こ
こ
ま
で
に
、
古
文
、
漢
文
、
近
現
代
文
、
そ
し
て
詩
歌
の
学
習
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
本
教
材
で
は
、
最
後
に
学
習
の
道
の
り
を
振
り
返
り
、
現
在

に
お
い
て
過
去
の
作
品
を
読
む
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
た
い
。 

筆
者
は
、
文
学
史
に
つ
い
て
独
自
な
考
え
方
を
し
て
い
る
。
過
去
の
作
品

を
、
現
在
の
自
分
か
ら
遠
く
離
れ
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
同
時
代
に
起

き
つ
つ
あ
る
、
自
分
に
と
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
出
来
事
と
同
様
に
見
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
定
ま
っ
た
作
品
に
つ
い
て
の
評
価
を
知
り
、
そ
れ

ら
を
時
期
に
従
い
、
流
れ
と
し
て
理
解
す
る
よ
う
な
文
学
史
の
学
習
が
、
日

本
の
来
歴
を
知
る
重
要
な
学
習
の
一
角
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
自
身
で
読
み
、
評
価
を
考
え
直
す
過
程
こ
そ
、
論

理
的
な
理
解
、
創
造
的
な
読
解
、
他
の
作
品
や
時
代
状
況
も
ふ
ま
え
た
批
評

な
ど
が
要
求
さ
れ
る
、
主
体
的
か
つ
総
合
的
な
学
習
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
伝

統
を
現
代
に
生
か
す
こ
と
に
も
な
る
。 

本
教
材
は
、
そ
う
し
た
考
え
方
を
自
分
で
発
見
し
た
際
の
楽
し
さ
を
、
か

つ
て
の
体
験
に
即
し
た
わ
か
り
や
す
い
語
り
口
で
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

論
理
的
に
読
み
込
め
る
教
材
で
あ
る
が
、
同
程
度
に
、
こ
の
楽
し
さ
に
寄
り

添
い
た
い
。 
 

２ 

指
導
の
ね
ら
い 

本
教
材
で
は
、
筆
者
が
若
き
日
に
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

文
学
史
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
理
解
と
は
異
な
る
考
え
に
至
っ
た
感
動
が
、

生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
代
の
生
徒
に
と
っ
て
は
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
が
す
で
に
歴
史
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
論
の
展
開
を
辿
り
、

筆
者
の
感
動
の
質
を
論
理
的
に
理
解
す
る
、
ま
た
は
自
分
の
体
験
な
ど
を
思

い
合
わ
せ
て
体
感
的
に
理
解
す
る
な
ど
、
複
数
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
筆

者
が
感
じ
て
い
る
面
白
さ
を
理
解
し
た
い
。
そ
の
う
え
で
、「
言
語
文
化
」
の

学
習
全
体
を
振
り
返
り
、
自
分
な
り
に
意
義
付
け
た
い
。 

（１）
文
章
に
即
し
て
、
筆
者
の
「
過
去
」
や
「
歴
史
」
に
関
す
る
考
え
方
の
独

自
性
を
整
理
す
る
。 

（２）
教
材
に
書
か
れ
て
い
る
筆
者
の
体
験
が
、
ど
の
よ
う
な
点
で
本
人
に
と
っ

て
重
要
で
あ
っ
た
の
か
を
理
解
す
る
。
各
自
の
体
験
の
中
で
、
類
似
の
体

験
が
あ
る
か
を
考
え
て
み
る
の
も
よ
い
。 

（３）
筆
者
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
古
典
や
漢
文
、
近
現
代
の
作
品
を
読
む
上
で
、

ど
の
よ
う
な
点
が
有
意
義
か
考
え
る
。 

（４）
本
教
科
書
の
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
総
合
し
、
古
典
か
ら
現
代
ま
で
の
作
品

を
見
渡
し
て
、
自
分
な
り
の
文
学
史
を
作
る
。
そ
れ
を
通
し
て
、
「
言
語

と
文
化
」
全
体
の
達
成
を
振
り
返
る
。 
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３ 

評
価
規
準 

（１）
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(1) 

ア 

（２）
常
用
漢
字
の
読
み
に
慣
れ
、
主
な
常
用
漢
字
を
書
き
、
文
や
文
章
の
中

で
使
用
し
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(1) 

イ 

（３）
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら
の
文
化

的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い

る
。
〔
知
・
技
〕
(1) 
ウ 

（４）
文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

〔
知
・
技
〕
(1) 

エ 

（５）
我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
や
我
が
国
の
文
化
と
外
国
の
文
化
と
の
関

係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(2) 

ア 

（６）
時
間
の
経
過
や
地
域
の
文
化
的
特
徴
な
ど
に
よ
る
言
葉
の
変
化
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(2) 

エ 

（７）
我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
読
書
の
意
義
と
効
用
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(2) 

カ 

（８）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構

成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
。
〔
思
・

判
・
表
〕
Ｂ
(1)
ア 

（９）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
や
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見

方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
し
て
い
る
。
〔
思
・
判
・

表
〕
Ｂ
(1)
イ 

（１０）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
、
表
現

の
特
色
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。
〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
(1)
ウ 

（１１）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品

な
ど
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
て
い
る
。
〔
思
・
判
・

表
〕
Ｂ
(1)
エ 

（１２）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
の
内
容
や
解
釈
を
踏
ま
え
、
自
分
の
も

の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い
て

自
分
の
考
え
を
も
っ
て
い
る
。
〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
(1)
オ 

（１３）
進
ん
で
筆
者
の
「
歴
史
」
や
「
文
学
史
」
に
対
す
る
考
え
方
を
整
理
し
、

「
自
分
の
文
学
史
」
を
作
る
こ
と
を
通
し
て
、
今
ま
で
の
学
習
を
生
か
し

て
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
も
の
の
見
方
、
感

じ
方
、
考
え
方
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
〔
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
〕 

  


